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神奈川県立こども医療センター精神
科

岩田泰子 被虐待児の縦断的研究　―思春期を迎えた被虐待児たち―

東京学芸大学 上野一彦
学習障害(LD)児の心理教育診断法の開発　―個別指導プログラム作成
のための認知・学力査定法の確立を目指して―

国立精神・神経センター武蔵病院 大沼悌一 てんかんと家族

白百合女子大学 柏木恵子 家族の変動と女性の発達

東京女子大学 古澤賴雄
祖父母・孫関係に関する基礎的研究　―観察・面接資料による相互交渉
の検討―

筑波大学心身障害学系 小林重雄 青年期自閉症者のコミュニケーション技能の形成・援助に関する研究

東示外国語大学 田島信元
乳幼児の認知発達に及ぼす言語的働きかけの影響に関する社会文化
的研究

名古屋大学教育学部 田畑治
家族の世代間関係と精神的健康に関する研究　―子世代と祖父母世代
の相方向的な関わりについて―

福島県立医科大学神経精神科 星野仁彦 注意欠陥多動障害・特異的発達障害における治療教育方法の研究

名古屋大学教育学部 本城秀次 子どもの気質と社会化の発達過程　―乳幼児期における縦断的研究―

大阪府立こころの健康総合センター 宮下照子 自閉症児における顔刺激の認知　―弁別学習事態での検討―

愛知教育大学 梅垣弘
未然防止対策から考える登校拒否に関する研究　―教育機関における
予防対策への提言―

慶応義塾大学医学部 大野裕
生殖技術の革新が家族および夫婦に及ぼす社会心理的影響の研究　―
不妊治療および出生前診断に関する社会心理的研究―

長崎大学医学部 岡崎祐士
自閉症多発同胞、行為障害同胞および半同胞を含む一家系を対象とす
る自閉症と行為障害の病態研究

琉球大学医学部 小椋力
児童相談所に来所相談のあった児童のうち、親が精神分裂病であった
児童の5～10年後の予後調査　―精神分裂病に対する予防的介入を目
指して―

東駅都立梅ケ丘病院 佐藤泰三
児童・思春期における不適応の臨床的研究　―不適応の初期徴候（症
状）と児童・思春期精神障害の早期診断・対応について―

神奈川県立こども医療センター 田野稔郎 児童虐待における養育者の要因分析と予防策に関する研究

東京都立東大和療育センター 浜口弘 レット症候群の臨床経過と発達退行に関する電気生理学的研究

宮城県中央児童相談所 本間博彰
多様化する家族と乳幼児の精神保健について　―三世代家族に見る養
育環境の崩れと乳幼児の精神医学的問題の関連―

筑波大学心身障害学系 宮本信也
日本の小児における行為障害の研究 ―一般学童における頻度と学校
教師の意識の実態―

慶応義塾大学医学部小児科教室
新生児班

代表
渡辺久子

周産期・乳児期の喪の仕事Perinatal Bereavememt　―周産期・乳児期
死亡の母親と家族への影響―

全国情緒障害児短期治療施設協議
会

代表
伊藤方一

不登校、その一背景としての家庭養育基盤の実態に関する研究　―全
国情緒障害児短期治療施設における養護性児童の実態調査―

横浜市総合リハビリテーションセン
ター

村山あおい
Custumer Satisfaction　Managementの視点から見直した福祉施設にお
ける発達障害児の療育サービス
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荏原音楽専修学校 生野里花 発達障害児の音楽療法活動　―自発性と社会性の可能性を巡って―

神奈川県児童医療福祉財団
小児療育相談センター

大井英子
知的障害、自閉症等発達障害児の就労援助をめぐる研究 ―育つ環境
と職場環境のギャップの実態と、将来を見通した子育て・教育の支援に
関する研究―

聖路加看護大学 萱間真美
産褥、育児期にある女性の心の健康の向上に関する実践的研究　―核
家族のセルフ・ヘルプ・グループの試行の分析から―

三重県立小児心療センター
あすなろ学園

小西真行 自閉症児の系統的療育に関する研究

(社)かがやき会地域ケア福祉センター
代表
外口玉子

思時期課題を持ち越している青年たちの自立・成長への援助に関する研
究　―援助者との関係に映し出される家族関係の考察を中心に―

宮城県精神保健センター 山崎剛
電話相談から見た「性の問題」の研究　―思春期を中心とした問題点と
相談員の対応について―

世田谷区総合福祉センター
―自閉性尺度検討チーム

代表
山崎敏子

幼児の自閉性の評価　―世田谷区総合福祉センターでの試み

杏林大学東京総合医学研究所 内山勉
コミュニケーション障害児の早期発見を目的とした共同注意(Joint
Attention)の客観的評価方法の研究

国立精神・神経センター精神保健研
究所

宇野彰
学習障害児の大脳機能障害に関する研究　―認知心理学的検討と神経
心理学的検討および成人の大脳との比較―

CPD研究所
代表
川中子織子

LD(Specific Leaning Disabilities)とADHD(Attention Deficit and
Hyperactivity Disorder)との関連 ―実践例の分析を通して―

早稲田大学人間科学部 坂野雄二
Child Behavior Check List(CBCL)日本版による自閉性障害の診断と評
価　―CBCLの臨床的応用可能性の検討―

瀬川小児クリニック 高野美雪
Tourette症候群における随伴症状の検討　―学童期の注意集中多動障
害および学習障害について―

関西学院大学大学院 寺田明代 心的外傷後ストレス障害の心身保健学的研究

国際基督教大学 藤永保
早期治療教育がダウン症状改善に寄与する要因の研究　―特にいわゆ
る知的教育の内容と方法―

横浜市総合リハビリテ一ションセン
ター

本田秀夫
学習障害の障害形成　―学習障害と診断された症例の幼児期からの臨
床像および心理検査所見の変遷―

白百合女子大学発達臨床センター
代表
森永良子

LD児の母親指導についての考察　―非言語性LDの社会的不適応への
対応―

慶応義塾大学文学部 山本和郎
保健室と養護教諭の今日的かつ実際的機能　―学校内における保健室
のもつ独自性―

明星大学人文学部 山本淳一
発達障害児における自立生活スキル獲得のための親指導プログラムの
開発

国府台病院精神科児童思春期部門
代表
斎藤万比古

児童の精神療法を中心的課題とする研究会について　―子どもの心の
問題に関わる専門家の卒業教育と諸機関の連携―

与那原町教育委員会 崎原林子
学校教育における長期欠席の諸要因に関する実態調査　―沖縄県の一
町内における長期欠席児の対照研究から―

三重県立あすなろ学園 清水將之
大型災害時における子ども精神保健支援のあり方について　―阪神淡
路大震災の救援活動の経験より―

たけのこ教室協力園グループ
代表
竹内麗子

保育園を核とした障害児の療育ネットワークづくりとその内容　―北陸１
０ヶ圓の協力で取り組んだ１５年の実践を振り返って―

言語発達障害研究会
代表
長岡恵理

幼児の表出語彙についての調査　―言語発達障害児に適切な言語教材
を提供するための基礎的調査―
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広島県立総合保健センター 永川邦久
思春期精神保健相談の援助システム確立について　―保健所における
地域精神保健活動の実践を中心に―

栃木県教育研究所相談部
代表
日野宜千

保健室の相談活動の実態調査　―研修成果はどう生かされているか―

松蔭中学校 寳學照子
兵庫県南部地震被災による女子生徒の健康問題について　―養護教諭
として保健室での役割を通して―

大正大学カウンセリング研究所 最上澄枝 統合的アプローチによる発達障害児への療育実践

千葉敬愛短期大学 吉村真理子 「学級のきまり」の機能　―「教師からの儀式化」の観点から―

東京学芸大学 上野一彦
LD(学習障害)児の地域サポートシステムにおける個別教育プログラムの
開発

琉球大学 嘉数朝子
子どものストレスおよび対処行動の発達的研究　―統制感と親密性.との
関連で―

白百合女子大学児童文化学科 柏木恵子
女性における「家族の絆」に関する心理学的研究　―家族にしか果たせ
ない「家族の機能」とは何か―

兵庫県社会福祉事業団
代表
小林健三

阪神・淡路大震災と子ども達の心の経緯　―震災によるPTSD(R)の症状
特性と治療―

筑波大学心身障害学系 小林重雄
青年期・成人期自閉症者の地域における機能的コミュニケーションの援
助に関する研究

日本医科大学 杉浦京子
集団コラージュの自己開発的意義について　―高齢者問題に関わる対
人援助者の自己開発に用いた集団コラージュー

発達協会王子クリニック
代表
松麻実子

パソコンを使った発達障害児への認知発達の促進に関する研究　―CD-
ROMソフトによる指導の適用下限年齢と諸能力との関係―

聖マリアンナ医学研究所 藤森和美
北海道南西沖地震における被災高齢者の精神健康の心理学的研究　―
長期的心理支援を行うスタッフの研修教材の試案―

東京女子大学 前川あさ美
統合型HIP法による描画のプロセス分析と描画体験における関係性の分
析　―絵と描く者と描画分析の交わるところ―

大正大学人間学部 村瀬嘉代子
居場所を失った思春期・青年期の人々への統合的援助　―中間施設に
おける多面的統合的アプローチの実践をもとに―

九州大学教育学部 村田豊久 現代高齢者の持つ不全感に関する研究　―心理的援助活動を通して―

長崎大学医学部 岡崎裕士 独り住まいの高齢者の妄想状態への治療的アプローチの開発

北海道療育園 梶義雪 重度障害児(者)のための意志伝達装置および外部入力装置の開発研究

新潟県精神保健福融センター 後藤雅博
摂食障害と家族・機能評価と介入の検討　―家族の感情表出(EE)および
心理教育的家族グループの効果について―

東海大学健康科学部社会福祉学科 小林隆児
自閉症における情動的コミュニケーションの進展過程に関する臨床的研
究

神戸大学医学部精神神経科 白瀧貞昭 自閉症ハイリスク児の乳幼児期徴候に関する研究

国立特殊教育総合研究所 原仁
小児白血病児への教育的援助に関する研究　―治療による学習障害発
生とその対応―

横浜市北部地域療育センター 吉田友子
自閉症は１歳６ケ月時点で本当に診断可能か?　―幼児期早期の“特異
的行動マーカー”同定の可能性を再考する―
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家庭擁護促進協会
代表
岩崎美枝子

民間の養子斡旋団体(個人)の実態調査　―これからの養子制度や民間
の養子斡旋事業はいかにあるべきか―

国立精神・神経センター精神保健研
究所

北村俊則
児童期における被養育体験・被虐待体験・いじめられ体験が成人になっ
てからの精神的健康に及ぼす影響

至誠学舎至誠ホーム 栗原文男
「コミュニティー型」高齢者総合福祉施設のあり方の研究　―地域住民の
ニーズ調査をもとにして―

筑波大学 嶋崎博嗣
保育者の精神健康と保育活動　―保育者の精神健康が幼児への応答
的行動に及ぼす影響―

日本介護福祉士会
代表
田中雅子

介護福祉士とケアマネジメント　―新介護システムにおける介護福祉士と
の専門性を生かした高齢者介護のあり方について―

日本ソーシャルワーカー協会
代表
根本博司

在宅高齢者・家族に対する社会福祉サービスのあり方に関する研究　―
高齢者在宅サービスセンターの介護者支援事業を中心に―

放送大学教養学部 原尻英樹
兵庫県伊丹市における異文化(国際)理解教育実践のための文化人類学
的・社会学的基礎研究

横須賀市南部保健所 飯村敦子
家族で作った地域療育教室の子ども達の幸せを願って　―７年目の自主
的運営を振り返って新たな流れを作る―

東京女子医科大学 五十嵐一枝
進行性筋ジストロフィー患者家族へのサポートシステムの検討　―通院
患者と家族を中心とした実践活動を通して―

高齢者レクリェーション研究会
代表
石田易司

痴呆性老人キャンプの実践

東京都多摩児童相談所 伊藤裕子 被虐待児の心理的特長と処遇の困難さについて

練馬保育園０歳児勉強会
代表
河西恵子

０歳児保育を受けている乳児の共感性の発達について　―共感を育てる
保育の試み―

NTTでんでん虫の会
代表
川内二郎

児童養護施設を中心とした地域福祉への援助活動　―児童青少年の健
全育成へのアプローチー

横浜市総合リハビリテ一ションセンタ
一

佐藤真美
高機能自閉症児の早期教育　―療育プログラムの実際と家庭における
指導の要点―

子どもの虐待防止ネットワーク・あい
ち

代表
祖父江文宏

東海地域における子どもの虐待防止のための電話相談活動の展開

地域で児童虐待を考える会
代表
中添和代

地域で児童虐待について考える　―児童虐待防止に関する組織育成と
ネットワークづくり―

こころの子育てインターねっと関西
代表
原田正文

関西地域における「子育て自主グループ」の実態調査　―子育て新時代
を切り開くために―

特殊学級経営研究会
代表
廣瀬由美子

特殊学級における個別教育計画(IEP)の実践　―特殊学級間での実践情
報の交換方法を中心にして―

東京学校臨床心理研究会
代表
鵜養美昭

スクールカウンセラー制度の意義と学校精神保健への寄与　―その運用
上の留意点・工夫と課題・展望―

広島市児童総合相談センター 岡田隆介
家から出られない不登校児童・生徒とその家族へのサポートシステムの
研究　―インターネットの利用による心理的・教育的アプローチの試み―

東京女子大学 古澤賴雄
養子・養親・生みの親関係に関する基礎的研究　―解放的養子縁組
(open adoption)の有効性の検討―

東京ＹＭCA西東京センター 小貫悟
軽度発達障害児への地域サポートシステムの実践的研究　―ＬＤ等を中
心としたＩＥＰによる指導援助システムの展開―

国立精神・神経センター精神保健研
究所

菅原ますみ
夫婦関係と子どもの精神的健康との関連　―学童期の子どもを持つ家庭
について―
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東和大学 鈴木一代
国際家族の生活適応状態と子どもの精神発達に関する研究　―インドネ
シア―日本国際家族の場合について―

国立特殊教育総合研究所 篁倫子
超低出生体重児の思春期の心身の発達　―未熟児として生まれたこと
は成熟・発達に影響を与えているのか？―

上智大学文学部 中野良顯
自閉幼児の親に対する総合的な養育支援プログラムの開発に関する研
究　―親訓練による家庭環境の組織化と高密度治療の実現に向けて―

福島県精神保健福祉センター 村田繁雄
地域思春期精神保健ネットワークの確立のための精神保健に関する中
学生の意識調査

明星大学人文学部 山本淳一
発達障害児に対するコンピューターを用いた家庭指導プログラムに関す
る研究

愛知県心身障害者コロニ一発達障害
研究所

渡部匡隆
精神薄弱者授産施設におけるQOLの向上に関する実証的研究　― 入所
者の自己決定と作業環境改善のための援助の開発―

慶応義塾大学医学部 大野裕
遺伝性疾患家系への心理社会的問題に関する研究　―遺伝相談の意
義と問題点―

横浜市総合リハビリテーションセン
ター

清水康夫
アスペルガー小児期崩壊性障害は実在するのか?　―早期経過で規定さ
れる広汎性発達障害の下位群の妥当性を問う―

北海道立旭川肢体不自由児総合療
育センター

田中肇
障害児の睡眠障害に対する治療とその療育における意義についての検
討

堺市立こどもリハビリテーションセンタ
一

長尾圭造
小児感染症のメンタルヘルス　―腸管出血性大腸菌0-157に対するメン
タルケアー

東京大学医学部付属病院精神神経
科

橋本大彦
自閉症におけるドーパミン受容体遺伝子多型と臨床的特徴との関連につ
いての研究

筑波大学心身障害学系 宮本信也
子どもへの虐待に対する対応についての研究　―警察との連繋のあり方
の検討―

自閉症問題研究会
代表
久保紘彰

自閉症児者にとっての家族や親しい人たちとの死別

横浜自閉症児親の会
代表
宍倉孝

横浜市の早期療育システムを家族の立場で点検する

社会福祉士会生涯研修制度化委員
会

代表
高橋幸三郎

在宅要介護高齢者とその家族に対する社会福祉サービス提供のあり方
に関する研究　―訪問面接場面におけるソーシャルワーク業務の内容分
析を通して―

武蔵野赤十字病院 竹腰英樹
両側小耳症児への総合的治療・療育プログラムの検討　―両側小耳症
児外耳道閉鎖症児の生涯克服を促すために―

東京女子医科大学 仁志田博司
乳幼児突然死症候群のリスク因子としての育児環境の検討　―育児環
境についての国際共同研究―

朝日新聞大阪厚生文化事業団 石田易司 痴呆性老人キャンプの実践と日常生活への影響

身体障害者と小中学生の共生生活体
験キャンプ実行委員会

代表
上原貫夫

身体に障害を持つ人と小中学生との野外共同キャンプによる共生生活
体験の実践

メンタルフレンド東海
代表
大原榮子

地域におけるメンタルフレンド活動の導入

仮称「不登校児の学びの支援を考え
る会」

仮代表
大西順子

不登校児の学びの支援を考える　―不登校児の「文化としての学びの場
の提供」を支援する組織育成とネットワークづくり―

鳥取県立精神保健福祉センター 川口栄
長期引きこもりの実態と家族関係　―引きこもりを持つ家族への援助を
考える―

世田谷区立世田保健福祉センター 九島久美子
虚弱高齢者の「活性」評価と地域ケアのあり方に関する研究　―寝たきり
予防推進チームの効果的・効率的活動を目指して―

1997
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青少年健康センター 倉島徹
不登校・引きこもり等の青少年に対する相談的家庭教師派遣活動の実
践

長野いのちの電話
代表
塩入隆

中高生の自殺予防の方策の研究　―心を開くことのできない子供たちに
対する相談援助の方法―

福井県特殊教育センター
代表
滝川国芳

学校巡回指導による通常の学級における個別的配慮の必要な子への個
別教育プログラム(IEP)

大阪府堺子ども家庭センター 中原康博
養護施設に入所している子ども達の心のケア　―心のケアのためのプロ
グラム作製に向けて―

小平児童相談所 本多映子
不登校のこどもの社会福祉施設等でのボランティア体験の効果について
―不登校児のボランティア体験サポートとしてのＭＦ活動の実践―

慶応義塾大学文学部 安藤寿康
青年期の性格形成に及ぼす遺伝と家庭環境の影響　―双生児家族によ
る行動遺伝学的研究―

筑波大学心身障害学系 小林重雄
発達障害児(者)の地域支援における援助者の援助行動の分析・変容に
関する研究

甲南女子大学国際こども学研究セン
ター

小林登
Strage Situationにおける父子相互作用の特徴　―心拍間隔変動等の生
理的指標から見た乳児の情動養育行動―

横浜国立大学大学院子どもの心理教
育相談室

小林麻紀 中学生の攻撃性表出に関する研究

早稲田大学人間科学部 坂野雄二
学習障害児の社会的スキルの表出を促す訓練プログラムの開発　―セ
ルフ・エフィカシーに焦点を当てた検討―

大正大学カウンセリング研究所 佐藤隆一
“物語ること”と“包むこと”　―心理的治癒と成長にかかわる要因につい
て―

国立精神神経センター精神保健研究
所

菅原ますみ
児童期の子どもの精神的健康に及ぼす家族関係の影響について　―夫
婦関係・父子関係・母子関係そして家族全体の関係性―

日本医科大学心理学教室 杉浦京子
星と波テストの日本における試み　―就学児童の発達機能テストとして
―

日本女子大学 平木典子
自己分化度測定尺度の開発研究　―多世代家族関係の理解のために
―

国際医療福祉大学保健学部 廣田栄子
地域におけるコミュニケーション障害児の療育支援方法の開発　―地方
における早期療育体制の創設を目指して―

横浜国立大学保健管理センター 堀之内高久
高齢者介護に関わる福祉カウンセリング・トレーニング効果　―「福祉カ
ウンセリング」の技法開発も含めて―

立命館大学文学部 望月昭
強度行動障害を持つ青年期の個人への対応　―選択機会の拡大を含め
たプロアクティブな（前進型）対処の検討―

神奈川県立こども医療センター 岩田泰子 児童虐待への対処　―家族への理解とアプローチ―

国立長寿医療研究センター 大川弥生
特別養護老人ホーム入所者における廃用症候群に関する研究　―「寝
たきり」化の予防と改善の視点から―

横浜市総合リハビリテーションセン
ター

日戸由刈
自閉症を早期発見する技術とシステムの開発　―１歳６ヶ月児健康審査
における集団スクリーニングのツールとプロセス―

国立特殊教育総合研究所 原仁
小児白血病児への教育的援助に関する研究(その２)　―晩期障害として
の学習障害の発生に関与する医学的・心理社会的要因―

福井県小児医療センター 平谷美智夫
注意欠陥多動障害の病態の解明と療育のネットワークづくりに関する研
究　―福井小児医療センター（医療）と特殊教育センター（教育）およびボ
ランティア活動(不器用な子どものためのスポーツ教室)による寮育ネット

宮城県中央児童相談所 本間博彰 乳幼児の問題行動と育児不安を抱く母親のトラウマとのおよびその治療1998
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白梅学園短期大学 民秋言 保育所に求められる地域子育て支援センターとしての役割

淑徳大学 戸塚法子
福祉臨床分野に携わる人向けのマルチメディアを媒体とする新しい学習
援助システムに関する基礎的研究 ―知的障害児・者関連領域に携わる
人々のために―

日本ソーシャルワーカー協会
代表
 根本博司

接近困難な要介護高齢者・家族のケアマネジメントに関する研究 ―社会
的孤立高齢者へのアウトリーチの方法・技術を中心に―

お茶の水女子大学人間分化研究科 林葉子 主観的在宅介護力評価基準の作製

東京都福祉局子ども家庭部 石井鉱枝 親密な関係にある男性から女性への暴力　―相談・援助のあり方―

楡の会こどもクリニック 氏家武 不登校・引きこもり児童に対するグループ活動による支援

未熟発達研究会
代表
大鶴香

極低出生体重児への発達援助　―２歳児の親子遊びの会の実践を通し
て―

栃木県薬物関連問題協議会
代表
大西守

薬物依存症者を抱える家族のための家族教室・家族会の創設　―地域
での援助活動の実践―

アルコール問題を考えよう会・かがわ
代表
小笠原一能

アルコール関連問題・女性や子どもへの虐待問題の解決を目指して　―
社会資源の存在を知らせる―

いじめや暴力に負けない会
代表
柿沢慎一

いじめや暴力に負けず、元気に学校生活を送ろう　―生命の貴さを知り、
自殺など絶対にしない―

NTTデンデン虫の会
代表
川内二郎

児童青少年の健全育成および地域福祉活動の取組み　―児童養護施
設等の福祉施設を中心とした地域への高度情報化の推進―

さがみ愛育会
代表
霜降靖代

遊びに没頭できる子どもたちに　―その生活と環境をとらえなおす―

滝川市立病院 二階堂正直
児童・思春期問題の予防と対策としての親子参加による学習・検討会
―「カウンセリング的学習指導」、親を介しての行動療法の予防的適用と
異年齢集団あそびの実践―

世田谷区社会福祉事業団訪問看護ス
テーション

代表
念佛久子

訪問看護ステーションと在宅介護支援センターの協働のあり方を考える
―訪問看護利用者家族の介護体験を生かす試みを通して―

母乳育児のつどい
代表
堀田佳美

出産と子育ての新時代を切り開くために　―母親たちのグループ「母乳
育児のつどい」10年間の運営を振り返って新たな流れをつくる―

オホーツク地域療育推進協議会
代表
松井恵美

オホーツク地域におけるレスパイトケアの現状と課題を考える　―オホー
ツク地域におけるレスパイトケア利用者へのアンケート調査―

おわらの里ふれあいホーム
代表
村上満

精神障害者福祉作業所設立に向けたふれあい援助システムパイロット
事業　―八尾市福祉作業所おわらの里ふれ合いホーム主催『こころみ』
教室の開催―

大正大学大学院 飯田昭人
障害児療育における双方向性を持った援助についての考察　―親支援
を行う治療・教育的連繁についての理論的ならびに実践的研究―

東洋大学 伊藤隆二
自閉症児に対する内的理解の試み　―自閉症者のアイデンティティ研究
のために―

専修大学 乾吉佑
低出生体重児とその母親の不安心理　―正常成熟児の母親との比較か
ら―

明星大学人文学部 大石幸二
不登校生を抱える家族のエンパワメントに関する実証的研究　―地域に
根ざした子育て支援プログラムの有効性と今後の課題―

早稲田大学健康心理学研究室 太田ゆず
高齢者に対する回想法を用いた心理学的援助に関する研究　―高齢者
の回想機能と心理的適応との関連についての研究―

筑波大学心理学系 小川俊樹
現代の中学生の持つ母子関係イメージの検討　―円環母子関係イメー
ジ画を用いて―
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東京学芸大学大学院 海津亜希子
LD児等への指導システムの開発と地域ネットワークにおける役割機能の
構築　―状態像の把握からIEP作成までの流れを中心に―

神戸大学医学部 新福尚隆 中学児童の生活の質(QOL)に関する国際比較研究

京都文教大学 滝口俊子 老いと癒しにおける宗教性の心理的研究

名古屋大学教育学部 田畑治
高齢者の対人関係と精神的健康に関する研究　―対人関係の否定的側
面を中心として―

横浜国立大学子どもの心理教育相談
室

馬淵麻由子 中学生の攻撃性に関する研究

東京成徳大学人文学部福祉心理学
科

渡邉映子
高齢者のQOLの向上に関する臨床心理学的研究　―回想法によるコミュ
ニケーションの改善について―

三重大学医学部 岡崎祐士 在宅地方高齢者地域の要としての「宅老所」の疫学的・開発的研究

身体教育医学研究所 岡田真平
転倒事故への恐怖心を取り除くための介入プログラムの開発　―高齢者
のQOLの維持・日常生活の活動制限を防ぐために―

新潟県精神保健福祉センター 後藤雅博
児童思春期の摂食障害患者と家族に対する心理的アプローチ　―本人
を含めた複合家族形態による検討―

都立梅ケ丘病院
代表
佐藤泰三

注意欠陥多動性障害の予後に関する系統的研究　―Comorbidityに着目
して―

浅香山病院 長尾圭造
学級崩壊の精神医学的研究　―事例を通して見る学級崩壊時のこども
の精神病理―

東海大学 山崎晃資
児童青年精神医学の卒前・卒後教育と児童青年精神科医療に関する国
際的比較研究

国立公衆衛生院 山田和子
子ども虐待の援助実態と保健婦の役割に関する研究　―全国保健所保
健婦を対象とした調査より―

神戸大学発達科学部 白川蓉子
乳幼児(0～6歳)の心身の健全な発達のための家庭と教育・保育機関の
あり方に関する研究　―アメリカの「適切な乳幼児教育・保育(DAP)」を参
考にして―

子どもの虐待防止ネットワーク・あい
ち

代表
祖父江文宏

子どもの虐待死に関する基礎研究　―小さな死を無駄にしないために―

東京大学大学院　教育学研究科 出町一郎
山間農村における子どもの生活の観察調査　―外遊び、地域行事を中
心に―

山口県立大学 三原博光
ドイツに滞在する日本人の老後に対する意識調査　―将来、ドイツで老
後を迎える日本人を対象に―

東京YMCA
噺しいオープンスペース“liby”

代表
秋田正人

八ンセン病療養者と思春期の子どもたちの交流キャンプ

学校に行っていない子どもたちのため
の旭川そよ風ネットワーク

代表
内島貞雄

不登校児に対する活動の場の提供と家族および関係者の支援　―熱中
できる活動を見出し、自身を回復し、新しい道を見出す―

メンタルフレンド研究会
代表
木村文香

メンタルフレンド自身による活動の活性化と充実化に向けての実践　―メ
ンタルフレンドの相互援助ネットワークづくり―

大正大学カウンセング研究所 小林敦子
総合的アプローチによる知的障害を持つ青年期女性への小集団心理療
法の実践

山梨県立精神保健福祉センター 近藤直司
乳幼児検診における母親へのGHQ検査と母子支援の試み　―児童期鵬
醐・思春期不適応への第一次予防の試みとして―

横浜市保健婦、助産婦育児支援検討
会

代表
高橋節子

横浜市保健所における育児支援と子ども虐待防止活動の展開　―実態
調査から地域連繁および援助技術の開発に向けて―

1999
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メンタルサービスセンター 丹明彦
ドメスティック・バイオレンス(夫婦間暴力)の加害者男性の自助グループ
活動

東京大学大学院 中村安秀
海外に暮らす日本人女性の母子保健支援　―マレーシアにおける「ま
じゃ会」女性と子どもの健康セミナー

日本自閉症協会 新澤伸子
ことばのない自閉症児へのコミュニケーション支援　―補助・代替コミュニ
ケーションシステムの導入について―

東久留米市教育センター滝山相談室
代表
橋本正

集団行動がとりにくい児童期の子どもとその家族への援助　―公立教育
相談における多角的集団活動の実践：親、きょうだいも一緒になって―

子どもの虐待防止センター
代表
広岡智子

民間の虐待防止機関の広報啓発　―子どもの虐待防止センターのパン
フレット作成―

山形大学医学部 森岡由起子
青年期の学校不適応と引きこもり状態に対するサポート活動　―県精神
保健福祉センターを“たまり場”として提供することについて―

ティーンズポスト
代表
八巻香織

思春期相談室ティーンズポストのレターカウンセリングサービスの実践
―思春期の自立と自己表現をサポートする記述式表現による自己回復
プログラムー


